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1   総務（辻岡）理事会成立の件 

1.1 開会時点での出席１７名  理事会成立が確認された。 
2 審  総務（辻岡）前回議事録承認の件 

2.1 前回議事録の承認が行われた。資料 17-3-2 
3 審・回覧 会員 会員入退会状況の件 

3.1 入会審査対象者 正会員 12名 準会員 3名、退会 正会員 9名 準会員 5名 維
持会員 0社、準会員から正会員への資格変更 2名。全入退会、資格変更が承認さ
れ、正会員（国内）2559名、正会員（海外）42名、準会員（国内）376 名、準
会員（海外）1名、維持会員 23社 33口 顧問 13名、名誉会員 44名となった。
試料 17-3-3 

4 報  編集（楠岡）生体医工学シンポジウム２００５に関係する特集編集員会

の経費処理について 
4.1 論文査読等に伴う経費、編集委員会費用は特別委員会費用から支出すること、来



年度は特別編集経費として 10万円程度を計上することが承認された。 
5 報  医療技術開発推進（菊地）医療技術ガイドライン委員会（経産省、厚労

省共管）の始動について 
5.1 次世代医療機器開発にかかわる経産省・厚労省共管、第一回の合同検討会である

医療機器開発ガイドライン評価検討委員会が開催され、概要が報告された。開発

された技術の実用化及び許認可迅速化のための働きかけ、医用機器開発から市販

までの手順を周知するため、学会としての活動をさらに進めるべきとの意見が出

された。 資料 17-3-5 
6 報・審 選挙管理（土肥）委員案承認及び役員選挙日程の件 

6.1 委員案及び役員選挙日程が提示され、承認された。試料 17-3-6 
7 報・審 選奨 （仁田）平成１７年度選奨各賞選定委員会委員案の件 

7.1 平成１７年度選奨委員会（案）が提示され承認された。生体医工学誌と BME誌
との統合に伴い、選奨関係各委員会に関する規定の改定が予定された。 

8 報  支部（赤澤）生体医工学シンポジウム２００５の件 
8.1 昨年を越える 253名の参加が得られ、盛況に開催されたことが報告された。資料

（資料番号無し・回覧）生体医工学シンポジウム２００５プログラム 
9 報・審 支部(赤澤)２００６年開催の生体医工学シンポジウムについて 

9.1 来年度の生体医工学シンポジウム開催の方法について審議された。現在は支部主

催の開催であるために選奨は支部の賞であるが学会の賞とする方が望ましい、し

かし学会主催では処手続きが煩雑になる、との意見が出された。来年度は支部主

催として開催し、選奨に関しては受賞者名等を学会理事会での報告事項として理

事会議事録に収載することが承認された。 
10 審  （堀）「日本学術会議協力学術研究団体｣への移行措置について 

10.1 「日本学術会議協力学術研究団体｣申し込みを行うことが承認された。資料

17-3-10 
11 審  規約（赤澤・千田）電子メールを利用した関連他学会開催案内等の協力

に関する取扱基準の件 
11.1 電子メールを利用した案内等は、本学会が主催、共催している場合及びその他会

長が必要と判断した場合に行いうることを原則とし、規約に盛り込むことが承認

された。学会とは別に会員が登録できるメーリングリストの設置を提案する意見

が出された。資料 17-3-11 
12 審  （堀）Ｗｅｂ入会システムの件 

12.1 今回提案のシステムでは推薦者の署名が電子化できていないために導入のメリ

ットが明らかではなく、今後改めて検討することが承認された。 
13 報  教育（石原）第３回生体医工学サマースクールの件 

13.1 ２１名の参加が得られた。サマースクールＯＢ会が組織され自立的に教育支援を



行うための目処がたったことが報告された。資料 17-3-13 
14 報･審 ME技術教育（稲田） 第 27回第２種ME技術検定試験の実施報告及

び合格者の認定について 
14.1 昨年よりも応募者・受験者が増加したことが報告された。受験者の約 30%にあた

る合格予定者の名簿が提出され、1256 名の合格者認定が承認された。資料
17-3-14 

15 報  （上野）第４４回大会 
15.1 第 44回日本生体医工学会大会の会計報告が行われ、承認された。資料 17-3-15 

16 報  （上野）第１０回MEフォーラム２００６ 
16.1 プログラム案が示された。資料 17-3-16 

17 報 第４５回大会（砂川）準備状況 
17.1 第４５回大会のプログラム案が示された。資料 17-3-17 

18 その他 
18.1 協賛等の状況 資料回覧 
18.2 学会ホームページの現況報告 広報（山本）  
本学会ホームページの現況について報告がなされた。資料 番号なし 「学会ホ

ームページの現況（報告）」 
 
 
資料 
資料番号なし資料 
「議題一覧」 
「生体医工学シンポジウム２００５プログラム」（回覧） 
「学会ホームページの現況（報告）」 
 
 
17-3-2 平成１７年度２回議事録 
17-3-3 平成１７年度第３回理事会入退会審査対象者 
17-3-5 医療機器開発ガイドライン評価検討委員会の設置及び議事概要について 
17-3-6 平成１７年度選挙管理委員（案）並びに選挙実施スケジュール（案） 
17-3-7 平成１７年度選奨委員会（案） 
17-3-10 「日本学術会議強力学術研究団体｣への措置にかかるお願い 
17-3-11 日本エム・イー学会 電子メールを利用した関連他学会開催案内等の協力に関す

る取り扱い基準 
17-3-12 Ｗｅｂ上オンライン会員登録サンプルページ 「日本生体医工学会 会員－新規

登録」 



17-3-13 第３回生体医工学サマースクール ＭＥ機器を作り上げるためのスキル 
17-3-14 第２７回第２種ＭＥ技術実力検定試験 報告書 同筆記試験問題 午前・午後 
17-3-15 第 44回日本生体医工学会大会 会計報告 
17-3-16 ＭＥフォーラム２００６「異分野の融合と新しい研究の流れ」 
17-3-17 第４５回日本生体医工学会大会 
 
 


